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佐々木社長
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住吉工業

レ
ー
ザ
ー
２
基
で
効
率
加
工

短短
納納
期期
対対
応応
をを
強強
化化

吉田社長

神鋼北海道

１２
月
に
移
転
総
合
力
高
め
る

道
内
グ
ル
ー
プ
１１
社
集
結例

会
と
講
演
会
開
催

節
目
の
３０
回
忘
年
会
企
画

東北鉄連

異
形
棒
の
み
上
伸

鈴
木
商
会
、
マ
テ

ッ
ク
が
資
料
展
示

グ
ル
ー
プ
の
商
品

説
明
会
を
開
催

自
動
車
部
品
と
素
形

材
産
業
で
セ
ミ
ナ
ー

年内工事は潤沢も単価低迷
北海道地区ファブ景況

１２
月
７
日
に

合
同
忘
年
会
開
く

【
花
巻
】
鉄
構
・
建
築
製
作
大
手
、
中
央
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
�

岩
手
県
花
巻
市
東
宮
野
目
、
佐
々
木
史
昭
社
長
）
は
技
術
者
の
育
成
・
拡
充

を
進
め
、
付
加
価
値
の
高
い
製
作
分
野
を
広
げ
る
方
針
。
線
路
下
構
造
物
構

築
用
Ｊ
Ｅ
Ｓ
エ
レ
メ
ン
ト
は
顧
客
の
品
質
要
求
に
応
じ
、
工
程
改
善
に
よ
り

需
要
増
に
対
応
。
橋
梁
・
機
械
分
野
は
総
合
評
価
落
札
方
式
な
ど
へ
の
積
極

的
対
応
と
独
自
の
Ｖ
Ｅ
提
案
で
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
。
建
築
事
業
部
は

民
間
向
け
戦
略
商
品
の
展
開
で
民
間
受
注
を
増
や
し
公
共
事
業
の
減
少
を
カ

バ
ー
す
る
。

鉄
構
事
業
部
と
建
築
事

業
部
の
２
本
柱
で
鉄
構
は

橋
梁
、
水
門
、
無
線
鉄
塔
、

各
種
土
木
構
造
物
の
製
作

ほ
か
現
地
架
設
・
据
付
工

事
を
実
施
。
建
築
は
岩
手

中
部
の
公
共
事
業
、
民
間

建
築
一
式
工
事
、
シ
ス
テ

ム
建
築
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
耐

震
住
宅
工
法
の
一
戸
建
て

住
宅
販
売
・
施
工
な
ど
を

手
が
け
る
。
公
共
事
業
は

東
北
一
円
の
国
土
交
通
省

と
東
北
６
県
の
鋼
橋
、
鋼

構
造
物
、
機
械
工
事
の
入

札
に
参
加
。
エ
レ
メ
ン
ト

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
を
中

心
に
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
の
物

件
も
加
工
し
て
い
る
。

鋼
材
加
工
量
は
年
間
約

４
０
０
０
㌧
。
２
０
０
６

年
６
月
期
は
売
上
高
�
億

円
強（
鉄
構
約
�
％
、建
築

約
�
％
）、経
常
利
益
２
６

０
０
万
円
で
増
収
増
益
。

本
年
度
は
受
注
残
も
あ
り

鉄
構
は
堅
調
、
建
築
は
若

干
減
少
予
想
で
全
社
業
績

は
前
年
度
並
み
を
計
画
し

て
い
る
。

鉄
構
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
エ
レ
メ

ン
ト
を
国
内
年
間
需
要
約

６
０
０
０
―
７
０
０
０
㌧

の
う
ち
約
２
０
０
０
㌧
を

手
が
け
、
数
年
先
ま
で
堅

調
の
見
通
し
。
エ
レ
メ
ン

ト
製
造
ラ
イ
ン
は
フ
ル
稼

働
で
、
昨
年
人
員
配
置
や

設
備
改
善
を
進
め
て
ラ
イ

ン
の
最
適
化
を
図
り
、
生

産
効
率
を
高
め
た
。
営
業

・
設
計
・
品
質
管
理
ま
で

含
め
た
全
体
工
程
を
最
適

化
し
、
さ
ら
に
設
備
改
善

や
２
ラ
イ
ン
化
も
検
討
し

増
産
対
応
を
図
る
。

床
版
支
間
の
拡
大
傾
向

に
合
わ
せ
て
引
き
合
い
が

増
え
て
い
る
合
成
床
版
も

一
定
需
要
が
見
込
め
、
エ

レ
メ
ン
ト
で
実
績
を
上
げ

た
工
程
最
適
化
を
実
施
す

る
予
定
。
無
線
鉄
塔
の
引

き
合
い
は
好
調
で
工
場
稼

働
は
高
水
準
を
キ
ー
プ
。

元
請
と
し
て
受
注
し
て
い

る
橋
梁
案
件
は
「
採
算
水

準
の
受
注
を
め
ざ
し
、
選

択
的
に
応
札
す
る
」（
佐
々

木
社
長
）
と
利
益
確
保
を

第
一
に
品
質
・
納
期
を
徹

底
す
る
。

従
業
員
は
�
人
。
技
術

者
の
中
途
・
新
卒
採
用
を

進
め
、
鉄
構
事
業
の
陣
容

を
厚
く
す
る
。「
人
と
設
備

を
整
え
て
工
場
の
モ
ノ
づ

く
り
を
強
化
し
、
長
期
的

視
野
で
柱
と
な
る
技
術
を

磨
い
て
い
く
」（
同
）
と
独

自
性
の
高
い
事
業
を
志

向
。
Ｊ
Ｒ
の
要
求
水
準
を

満
た
す
溶
接
技
量
を
活
か

し
た
工
場
製
作
分
野
は
よ

り
注
力
し
、
橋
梁
分
野
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
に
対

応
す
る
技
術
者
を
育
成

中
。「
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

で
社
員
が
ム
リ
な
く
働

け
、
結
果
的
に
利
益
も
増

え
る
経
営
を
め
ざ
す
」

（
同
）
考
え
だ
。

【
八
戸
】
吉
田
産
業
グ

ル
ー
プ
の
鋼
板
加
工
業

者
、
住
吉
工
業
（
本
社
�

青
森
県
八
戸
市
、
吉
田
誠

夫
社
長
）
は
鉄
骨
加
工
業

者
向
け
を
中
心
に
短
納
期

対
応
を
強
化
す
る
。
本
年

７
月
に
６
㌔
㍗
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
を
１
基
増
設
し
て

２
基
体
制
と
し
、
レ
ー
ザ

ー
の
加
工
能
力
は
月
間
４

０
０
㌧
と
倍
増
。
厚
板
は

全
体
で
月
間
１
０
０
０
㌧

前
後
加
工
し
て
お
り
、
小

型
・
異
形
の
加
工
が
増
え

る
な
か
、
設
備
の
効
率
稼

働
を
進
め
、
顧
客
か
ら
の

短
納
期
の
要
求
に
応
え

る
。厚

板
加
工
は
小
型
で
複

雑
形
状
の
加
工
が
増
え
、

高
い
加
工
精
度
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
加
え
て
鉄
骨

加
工
業
者
の
発
注
形
式
が

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
鋼

板
加
工
業
者
と
分
業
の
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
住

吉
工
業
で
は
レ
ー
ザ
ー
加

工
の
能
力
を
引
き
上
げ
、

需
要
家
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ー

ザ
ー
加
工
機

で
同
形
状
の

加
工
を
連
続

で
行
う
こ
と

で
加
工
能
率

を
上
げ
、
繁

忙
を
続
け
る

鉄
骨
加
工
業

者
や
製
缶
業

者
向
け
に
短

納
期
で
供
給

す
る
。

導
入
し
た

６
㌔
㍗
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

は
既
存
の
設
備
と
同
型

で
、
月
間
加
工
能
力
は
２

０
０
㌧
。
�
㍉
厚
ま
で
加

工
が
可
能
。
レ
ー
ザ
ー
２

基
で
月
に
計
４
０
０
㌧
弱

を
加
工
し
て
い
る
。

ほ
か
保
有
設
備
は
プ
ラ

ズ
マ
切
断
機
１
基
、
シ
ャ

ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
４
基
、

コ
ー
ナ
ー
シ
ャ
ー
リ
ン
グ

１
基
、
レ
ベ
ラ
ー
ラ
イ
ン

１
ラ
イ
ン
、
溶
接
Ｈ
形
鋼

ラ
イ
ン
３
ラ
イ
ン
―
な

ど
。
倉
庫
に
は
鋼
材
を
常

時
７
０
０
０
㌧
程
度
を
在

庫
し
、
オ
ー
ダ
ー
に
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
。

住
吉
工
業
は
吉
田
産
業

と
住
友
商
事
が
出
資
。
厚

板
の
加
工
、
薄
板
の
レ
ベ

ラ
ー
加
工
、
溶
接
Ｈ
形
鋼

の
製
造
・
販
売
を
手
が
け

て
い
る
。
厚
板
は
月
間
約

１
０
０
０
㌧
、
薄
板
は
約

１
３
０
０
㌧
加
工
し
て
い

る
。
従
業
員
は
�
人
。

神
戸
製
鋼
所
北
海
道
支

店
（
相
島
正
宏
支
店
長
）

は
�
月
�
日
（
月
）、札
幌

市
中
央
区
北
４
西
５
の
日

本
生
命
北
門
館
ビ
ル
に
グ

ル
ー
プ
企
業
と
と
も
に
移

転
し
新
事
務
所
で
営
業
を

開
始
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
の

事
務
所
に
同
居
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
建
材
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
神
鋼
建
材
工
業

や
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
・
メ
ー

カ
ー
の
神
鋼
鋼
線
工
業
な

ど
７
社
に
加
え
、
外
部
か

ら
新
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
メ

ー
カ
ー
の
神
鋼
Ｊ
Ｆ
Ｅ
機

器
と
、
機
械
メ
ー
カ
ー
の

神
鋼
造
機
な
ど
在
札
の
出

先
３
社
が
集
結
。
神
鋼
を

は
じ
め
合
計
�
社
、
全
体

で
	
人
の
従
業
員
が
移
転

先
に
集
ま
る
。

同
社
で
は
、「
こ
れ
以
外

の
道
内
グ
ル
ー
プ
を
含
め

総
勢


社
で
、
従
来
以
上

に
結
束
を
固
め
、
意
見
・

情
報
交
換
や
物
件
対
応
に

対
す
る
共
同
ワ
ー
ク
な
ど

連
携
を
強
化
。
総
合
力
を

よ
り
一
層
高
め
て
積
極
的

な
営
業
展
開
に
取
り
組
ん

で
い
く
」。

新
事
務
所
の
広
さ
は
、

ほ
ぼ
現
状
並
み
。
１
フ
ロ

ア
に
各
企
業
が
同
居
し
、

共
同
の
応
接
室
や
会
議
室

な
ど
を
工
夫
し
て
設
け

る
。
移
転
は
入
居
ビ
ル
の

建
て
替
え
の
た
め
。

神
戸
製
鋼
所
北
海
道
支

店
の
移
転
先
は
次
の
通
り

（
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
い
ず
れ
も
従
来
通
り
）。

▽
新
住
所
�
〒
０
６
０

―
０
０
０
４

札
幌
市
中

央
区
北
４
条
西
５
丁
目
１

―
３

日
本
生
命
北
門
館

ビ
ル
４
階
（
☎
０
１
１
―

２
６
１
―
９
３
３
１
、
�

０
１
１
―
２
５
１
―
２
５

３
３
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の
グ
ル

ー
プ
各
社
は
�
日
、
入

居
し
て
い
た
ビ
ル
の
建

て
替
え
で
新
し
い
日
本

生
命
札
幌
ビ
ル
に
移
り

営
業
を
開
始

し
た
�
写

真
。移

転
し
た

の
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ

商
事
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
商
事
鉄
鋼

建
材
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
商
事
東
部

薄
板
建
材
の

各
北
海
道
支

店
と
、
川
商

テ
ラ
テ
ッ

ク
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
マ
テ

ッ
ク
の
両
札
幌
営
業
所

の
５
社
。
従
業
員
は
、

総
勢
�
人
（
う
ち
女
性

９
人
）。

新
事
務
所
は
、
ほ
ぼ

従
来
と
同
じ
広
さ
。
全

体
を
一
望
で
き
る
「
お

客
さ
ん
が
入
り
や
す
い

オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー

ス
」
が
好
評
。

白
（
壁
）
と
グ
レ
ー

ド（
床
）を
ベ
ー
ス
に
、

高
い
天
井
と
柱
の
少
な

い
長
ス
パ
ン
と
大
き
な

窓
。
新
し
い
オ
フ
ィ
ス

家
具
。
明
る
く
快
適
で

斬
新
な
職
場
環
境
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
。

レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
各

社
を
背
丈
が
低
め
の
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
間
仕

切
り
。
共
用
の
応
接
室

３
カ
所
や
打
ち
合
わ
せ

コ
ー
ナ
ー
２
カ
所
の
ほ

か
、
会
議
室
、
書
庫
、

給
湯
室
、
更
衣
室
な
ど

を
設
け
て
い
る
。

東
北
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
（
会
長
�
齋
藤
芳
郎
・

新
栄
商
事
社
長
）は


日
、

２
０
０
６
年
度
第
３
回
例

会
を
仙
台
市
青
葉
区
の
ブ

ラ
ザ
ー
軒
で
開
催
し
た
。

�
月
開
催
の
第
�
回
忘
年

会
や
企
画
委
員
会
に
よ
る

行
事
報
告
の
ほ
か
、
本
年

度
か
ら
毎
回
実
施
し
て
い

る
講
演
会
を
行
っ
た
。

齋
藤
会
長
は
「
節
目
の

�
回
目
を
迎
え
る
忘
年
会

で
は
記
念
に
な
る
景
品
を

用
意
す
る
。
東
北
鉄
連
の

役
員
Ｏ
Ｂ
も
招
待
し
て
お

り
、
昨
年
の
２
１
７
人
を

超
え
る
参
加
で
盛
大
に
開

催
し
た
い
」
と
多
く
の
参

加
を
募
っ
た
。

ま
た
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
需
要
が
見
込

め
る
仙
台
市
地
下
鉄
東
西

線
工
事
に
関
し
て
、「
仙
台

市
交
通
局
に
地
元
優
先
起

用
を
昨
年
か
ら
訴
え
、
交

通
局
か
ら
は
あ
る
程
度
の

理
解
を
得
ら
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
流
通
各
社
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
留

意
し
て
各
社
の
自
己
責
任

で
受
注
活
動
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
た
。

企
画
委
員
会
の
報
告
と

し
て
、


月
�
―
�
日
の

日
程
で
新
日
本
製
鉄
君
津

製
鉄
所
見
学

会
を
行
い
、

若
手
を
中
心

に
�
人
が
出

席
。
若
手
教

育
の
一
環
と

し
て
毎
年
工

場
見
学
会
を
実
施
す
る
。

毎
年
開
催
の
東
北
鉄
連
・

北
海
道
鋼
友
会
交
流
会
は

来
年
は
東
北
で
の
開
催
と

な
り
、
仙
台
七
夕
の
見
学

を
予
定
し
て
い
る
。

講
演
会
は
、
エ
ヌ
ア
イ

イ
ー
イ
ー
総
合
研
究
所
の

大
宮
康
英
指
導
員
を
招

き
、「
経
済
新
聞
の
読
み
方

の
コ
ツ
」
を
聞
い
た
。

市
況
報
告

東
北
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
（
会
長
�
齋
藤
芳
郎
・

新
栄
商
事
社
長
）
は
第
３

回
例
会
で
市
況
報
告
を
行

い
、
�
月


日
時
点
で
の

仲
間
相
場
（
仙
台
置
き
場

渡
し
）
は
前
回
９
月
�
日

に
比
べ
、
需
給
が
タ
イ
ト

な
異
形
棒
鋼
が
上
昇
し
た

ほ
か
は
す
べ
て
据
え
置
き

と
し
た
。
Ｈ
形
鋼
、
一
般

形
鋼
と
も
メ
ー
カ
ー
値
上

げ
で
仕
入
れ
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
が
荷
動
き
が
振

る
わ
ず
、
需
給
に
締
ま
り

を
欠
く
た
め
、
現
行
値
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

▽
異
形
棒
鋼
・
平
鋼
�

異
形
棒
鋼
は
仲
間
相
場
が

２
０
０
０
円
、
ユ
ー
ザ
ー

渡
し
が
１
０
０
０
円
上
昇

し
、
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
夏
前
か

ら
品
不
足
が
続
き
、
特
約

店
は
デ
リ
バ
リ
ー
に
難

儀
。
�
月
に
な
っ
て
需
要

の
勢
い
が
落
ち
、
大
型
の

再
開
発
物
件
は
期
待
さ
れ

る
も
の
の
新
規
物
件
は
み

え
ず
、
需
要
は
お
う
盛
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
メ

ー
カ
ー
が


月
に
２
０
０

０
円
値
上
げ
し
、
ユ
ー
ザ

ー
に
は
１
０
０
％
浸
透
し

て
い
な
い
が
、
各
地
域
で

陥
没
価
格
は
払
拭
し
て
い

る
。
メ
ー
カ
ー
の
強
気
と

低
額
受
注
の
ゼ
ネ
コ
ン
と

の
間
で
流
通
は
難
し
い
立

場
が
続
い
て
い
る
。
平
鋼

は
市
況
に
変
化
な
し
。
メ

ー
カ
ー
が
７
月
に
２
０
０

０
円
上
げ
、
追
加
値
上
げ

の
打
診
も
あ
る
。
来
年
４

月
以
降
物
件
が
み
え
、
忙

し
く
な
る
見
通
し
。

▽
Ｈ
形
鋼
・
コ
ラ
ム
・

一
般
形
鋼
�
Ｈ
形
鋼
は
メ

ー
カ
ー
値
上
げ
が
市
況
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
山

形
鋼
、
溝
形
鋼
も
メ
ー
カ

ー
値
上
げ
が
転
嫁
で
き
な

い
状
況
。
コ
ラ
ム
も
横
ば

い
。
秋
需
を
期
待
し
た
が

盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
出

庫
は
ぱ
っ
と
せ
ず
、
需
給

に
締
ま
り
が
な
い
。
仕
入

れ
値
が
上
が
っ
て
い
る
の

で
流
通
は
下
値
を
極
力
切

り
上
げ
た
い
と
こ
ろ
。

▽
角
パ
イ
プ
・
カ
ラ
ー

Ｃ
・
カ
ラ
ー
デ
ッ
キ
�
ホ

ッ
ト
コ
イ
ル
に
価
格
上
昇

の
動
き
が
あ
る
が
、
製
品

は
価
格
が
上
が
ら
な
い
。

形
鋼
同
様
市
況
は
無
風
状

態
。
年
内
は
荷
動
き
に
変

化
が
な
さ
そ
う
。

▽
中
厚
板
・
薄
板
類
・

鋼
管
�
中
板
は
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
の
在
庫
が
大
幅
に

減
少
。
中
山
製
鋼
所
の
�

月
３
０
０
０
円
上
げ
が
あ

り
、
商
社
で
は
阪
和
興
業

が


月
に
２
０
０
０
円
、

�
月
に
住
金
物
産
が
３
０

０
０
円
上
げ
、
市
況
変
化

が
期
待
さ
れ
る
。
首
都
圏

は
品
薄
で
サ
イ
ズ
に
よ
っ

て
は
手
当
て
が
困
難
。
相

場
も
東
京
は
２
０
０
０
円

方
上
が
っ
て
お
り
、
東
北

に
波
及
す
る
か
。
溶
断
業

者
は
橋
梁
関
係
の
需
要
も

出
て
き
て
忙
し
く
、
価
格

も
強
気
。
縞
板
は
変
化
な

し
。
酸
洗
・
冷
延
・
表
面

処
理
は
在
庫
調
整
が
進

み
、
と
く
に
表
面
処
理
は

亜
鉛
高
騰
で
市
況
が
強

い
。
鋼
管
は
変
化
な
し
。

▽
二
次
製
品
�
カ
ラ
ー

コ
イ
ル
は
関
東
関
西
が
高

め
で
東
北
も
上
が
っ
て
く

る
の
で
は
。
な
ま
し
鉄

線
、
針
金
、
丸
釘
は
安
値

の
中
国
製
品
が
市
況
を
下

げ
て
い
る
。

技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能

性
を
求
め
て
第
�
回
北
海

道
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
が
先
週
、
札
幌
で
開
か

れ
た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業

界
か
ら
鈴
木
商
会
と
マ
テ

ッ
ク
が
参
画
し
『
Ｅ
Ｌ
Ｖ

適
正
処
理
』
な
ど
の
関
連

資
料
を
展
示
披
露
し
た
。

会
場
で
鈴
木
商
会
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
を
「
限
り
有

る
資
源
の
大
切
さ
を
認
識

し
、
資
源
再
利
用
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け

て
い
る
。
人
間
・
創
造
・

自
然
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
理
念
に
掲
げ
、
社
会

の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
未

来
構
築
型
の
企
業
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
い
進
し

て
い
る
」。

マ
テ
ッ
ク
は
「
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
す
べ
て
の
物

質
や
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
考
え
、
積
極
的

な
資
源
の
創
造
―
マ
テ
リ

ア
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
廃
棄
物
処

理
の
ご
相
談
を
」
と
、
説

明
Ｐ
Ｒ
し
た
。

総
勢
２
０
０
社
・
機
関

が
出
展
す
る
道
内
で
最
大

規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
発
見
！
も
の
づ
く
り
と

デ
ザ
イ
ン
の
融
合
」。総
合

展
示
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
研
究
開
発
や
製
品
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ｉ
Ｔ
・
電
気

・
機
械
、
バ
イ
オ
・
環
境

・
福
祉
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

地
域
創
造
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
紹
介
し
た
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
・
テ

ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め

出
展
者
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ

や
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
無
料

相
談
・
学
術
・
試
験
研
究

機
関
の
各
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催

さ
れ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
北
海
道

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
北
海

道
支
社
（
近
藤
剛
司
支
社

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
札
幌

で
『
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
グ

ル
ー
プ
商
品
説
明
会
』
を

開
催
し
た
。

冒
頭
、
近
藤
支
社
長
は

「
こ
う
し
た
説
明
会
は
昨

年
ま
で
年
に
２
回
、
今
年

か
ら
回
数
を
増
や
し
３
、

４
回
実
施
す
る
予
定
。
紹

介
が
重
複
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
鉄

以
外
の
も
の
も
多
い
。

道
内
の
業
界
環
境
は
、

必
ず
し
も
良
い
と
は
言
え

な
い
。
と
く
に
、
土
木
関

連
は
当
分
、
好
転
す
る
こ

と
は
な
さ
そ
う
。

こ
う
し
た
機
会
を
有
効

に
活
用
し
て

グ
ル
ー
プ
全

体
の
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
群

を
知
っ
て
役

に
立
て
て
頂

き
た
い
」と
、

開
会
あ
い
さ

つ
。商

品
説
明
の
内
容
は
次

の
通
り
。

▽
原
田
鋼
業
�
各
種
ラ

ッ
ク
か
ら
自
動
倉
庫
▽
Ｊ

Ｆ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ
�
防
災

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
緊

急
地
震
速
報
サ
ー
ビ
ス
▽

日
本
鋳
造
�
Ｎ
Ｃ
ベ
ー
ス

／
新
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
�
鉄

鋼
ス
ラ
グ
製
品
▽
東
京
リ

ー
ス
�
残
価
付
き
リ
ー
ス

の
薦
め
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
フ

ェ
ン
ス
�
フ
ェ
ン
ス
商
品

▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ラ
イ
フ
�
保
険

商
品
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
�
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
・
ガ
ス
化
発
電

シ
ス
テ
ム

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
北
海
道
支
部
は
こ
の
ほ

ど
、札
幌
で『
自
動
車
産
業

と
中
小
企
業
』
セ
ミ
ナ

ー
ｉ
ｎ
北
海
道
を
開
催

し
た
。「
自
動
車
部
品
と

素
形
材
産
業
の
明
日
を

語
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
自
動
車
産
業
の
シ

ス
テ
ム
強
化
と
、
そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
の
最

新
情
報
を
提
供
し
た
。

経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
の
日
下
部
聡
・
自

動
車
課
長
、
前
田
泰
宏
・

素
形
材
産
業
室
長
が
、「
自

動
車
お
よ
び
素
形
材
産
業

産
業
の
現
状
と
課
題
」「
自

動
車
産
業
の
シ
ス
テ
ム
強

化
に
向
け
て
」「
素
形
材
産

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
を
説

明
し
た
。

ま
た
、
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
大
泉
雅
靖
氏

（
元
富
士
重
工
業
常
務
）

が
「
今
後
の
北
海
道
に
お

け
る
自
動
車
産
業
の
あ
り

方
」に
つ
い
て
講
演
し
た
。

「
北
海
道
経
済
の
回
復

を
民
間
主
導
に
変
え
る
自

動
車
産
業
の
集
積
」「
中
小

モ
ノ
作
り
企
業
が
自
動
車

産
業
に
参
入
す
る
に
当
た

り
取
り
組
む
べ
き
課
題
」

な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
。「
道
内
活
性
化
の
た
め

の
自
動
車
産
業
集
積
促
進

協
議
会
の
活
動
を
成
功
さ

せ
る
に
は
関
係
者
の
積
極

参
加
が
必
要
」「
経
産
省
は

国
内
の
も
の
づ
く
り
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
制
度
を
効
果
的

活
用
が
鍵
」
な
ど
と
、
結

ん
だ
。

札
幌
を
中

心
と
し
た
道

央
圏
に
お
け

る
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
タ
ー
の

手
持
ち
工
事

は
年
内
、
各

社
と
も
満
ぱ

い
だ
。
し
か

し
、
来
春
以

降
の
物
件
が

少
な
く
、
と

く
に
一
部
Ｍ
グ
レ
ー
ド
と

Ｒ
グ
レ
ー
ド
は
年
明
け
の

仕
事
が
な
い
。

今
年
上
期（
４
―
９
月
）

に
お
け
る
鉄
骨
工
事
の
積

算
量
は
、
約


万
３
０
０

０
㌧
と
、
前
年
同
期
実
績

に
比
べ
約
	
％
上
回
っ
て

い
る
。

地
方
の
価
格
推
移
は
、

ゼ
ネ
コ
ン
の
受
注
合
戦
で

繁
忙
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

単
価
が
低
い
状
況
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

地
域
別
の
Ｈ
・
Ｍ
・
Ｒ

お
よ
び
未
認
定
フ
ァ
ブ
景

況
は
次
の
通
り
（
①
手
持

ち
工
事
量
②
稼
働
率
③
見

積
件
数
④
受
注
価
格
）。

【
道
央
】
①
１
―
４
カ

月
②
�
―
１
０
０
％
③
普

通
④
▽
Ｓ
造
・
建
て
方
込

み
�


万
５
０
０
０
―
�

万
円
▽
コ
ラ
ム
造
・
同
�

�
万
―
�
万
円
▽
Ｓ
Ｒ
Ｃ

造
・
建
て
方
別
�
�
万
―

�
万
円

【
道
南
】
①
１
―
４
カ

月
②
５
０
―
１
１
０
％
③

少
な
い
④
▽
Ｓ
造
建
て
方

込
み
�


万
５
０
０
０
―

�
万
円
▽
コ
ラ
ム
造
・
同

�


万
５
０
０
０
―
�
万

円
【
道
北
】
①
１
―
３
カ

月
②
１
０
０
―
１
２
０
％

③
普
通
④
▽
Ｓ
造
・
建
て

方
込
み
�


万
―
�
万
５

０
０
０
円
▽
コ
ラ
ム
造
・

同
�


万
―
�
万
５
０
０

０
円

【
道
東
】
①
１
―
４
カ

月
②
�
―
１
２
０
％
③
多

い
―
普
通
④
▽
Ｓ
造
・
建

て
方
込
み
�


万
―
�
万

円
▽
コ
ラ
ム
造
・
同
�



万
―
�
万
円

新
日
鉄
北
海
道

新
日
本
製
鉄
北
海
道
支

店
（
遠
藤
善
哉
支
店
長
）

は
来
月
７
日
（
木
）
午
後

６
時
�
分
、
札
幌
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
・
パ
ー
ク
ホ
ー
ル

で
恒
例
の
『
新
日
鉄
合
同

忘
年
会
』
を
開
催
す
る
。

協
賛
メ
ン
バ
ー
は
、
新

日
鉄
・
北
海
道
が
主
宰
す

る
▽
建
材
会
▽
十
日
会
▽

シ
ャ
ー
会
▽
銀
栄
会
▽
日

水
会
▽
鋼
管
会
▽
ハ
イ
パ

ー
会
▽
ポ
プ
ラ
会
▽
ユ
ー

カ
リ
会
―
な
ど
。

東北鉄連仲間相場表
（2006年11月10日現在仙台地区置場渡し単位：㎏当たり円）

品名 サイズ 単価 品名 サイズ 単価
丸鋼 ９ 82 角パイプ（カラー）

13 74 1.6×31×31 127
16~25 72 1.6×60×30 112

異形丸鋼（仲間価格） 2.3×100×100 101
10 70 角パイプ（黒）
13 68 1.6×31×31 117
16~25 66 1.6×60×30 97

異形丸鋼（ユーザー渡し） 2.3×100×100 92
10 66
13 64 カラーＣ 2.3×100×50 87
16~25 62 カラー梁 3.2×200×50 105

平 鋼 ６×50 81 軽溝クロ 3.2×200×50 95
山形鋼 ３×30×30 85

６×50×50 75 カラーＤＰＬ 1.6×614×50 103
７×100×100 80 中厚板 3.2―６ 74

溝形鋼 ５×50×100 81 ９―12 76
7.5×80×200 82 16―25 95

Ｈ形鋼 縞板 4.5―６ 95
5.5×８×200×100 78 ９ 102
11×17×600×200 83 酸洗板 2.0―3.2 81

コラム（ＳＴＫＲ400） 冷延板 1.0 88
９×300×300 105 ＥＧ板 ＨＯＴ1.0 96
16×350×350 108 ＣＯＬＤ1.0 109
19×400×400 115 鋼管 50Ａ高炉 123

コラム（ＢＣＲ295） 50Ａ溶協 108
９×300×300 113 カラーコイル 0.35 200
16×350×350 121 鈍鉄線 ＃８ 110
19×400×400 128 針 金 ＃８ 180

注：酸洗板は２㌧梱包 普通丸釘 Ｎ100 110

中央コーポレーション

高高
付付
加加
価価
値値
事事
業業
拡拡
大大
へへ

セミナーの様子

技
術
者
育
成
に
注
力

新オフィスで快適業務
ＪＦＥ商事グループ各社

あいさつする近藤支社長

鈴木商会のブース

マテックのブース

フル稼働の新レーザー加工機

あいさつする齋藤会長

２００６年（平成１８年） １１月１５日 水曜日（５） （第３種郵便物認可）地 方


